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研究成果の概要（和文）：教員の許状更新講習「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する

事項」における社会科系教科の講習プログラムを作成することを目的とし、講習プログラム集

『免許状更新講習における社会科系教科教育講習プログラム』及びその内容・電子データ等を

納めたＣＤを作成した。講習プログラム集では、「第１編 自己診断チェックシート」には「授

業力自己診断チェックシート」と「受講すべき講習を選択するための自己診断チェックシート」

を用意し、「第２編 講習プログラム」には７種類の講習を掲載した。 
 
研究成果の概要（英文）：We published the textbook and CD “Teacher's license update 
training program on social studies”. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

2010 年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2011 年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

年度    

  年度    

総 計 13,700,000 4,110,000 17,810,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学、教科教育学 
キーワード：教員免許状更新講習、社会科、講習プログラム、現職教員研修 
 
１． 研究開始当初の背景 

2006 年度～2008 年度に、科学研究費補助
金基盤研究（Ｂ）「社会科系教科における現
職教員の授業力向上プログラム作成のため
の研究」（代表：谷田部玲生）を実施した。
この研究では、大学、教育研究所・教育セン
ター、社会科研究会、校内研修等における社
会科研修の改善を目指して、現職教員の社会
科授業力を向上させるための研修プログラ
ムを作成した。 
上記研究終了の 2009 年４月からは、新た

に教員免許更新制が導入されることとなっ
た。そこで、上記研究の成果である現職教員

の研修プログラムを継承発展させて、さらに
2009 年度より始まる免許更新講習の現状と
課題を確認し、それらを踏まえて免許更新講
習用の社会講習プログラムを作成し、配布す
るこことした。 

 
２．研究の目的 
本研究は、前述の現職教員の社会科授業力

向上のための研修プログラムを開発した先
行研究「社会科系教科における現職教員の授
業力向上プログラム作成のための研究」にお
いて明らかになった社会科系教科において
必要とされる授業力とその評価方法、授業力
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育成の手順に関する研究成果を継承発展さ
せる。そして、教員の免許状更新講習「教科
指導、生徒指導その他教育の充実に関する事
項」における社会科系教科の講習プラグラム
を作成することを目的とする。 
本研究の段階的な目的は、以下の５点にま

とめられる。 
①教員の社会科系教科授業力の熟達度や問
題意識の違いを考慮したプログラムを作
成するために、先行研究「社会科系教科に
おける現職教員の授業力向上プログラム
作成のための研究」で明らかになった授業
力を更に詳細に検討し、授業力の段階性、
段階別の到達目標とその手だての構造等
を明らかにする。 

②大学、教育センター・研究所、研究会、校
内研修等でこれまで行われてきた各種の
現職教員研修プログラムと、免許状更新講
習で必要とされるプログラムの内容等の
相違を明らかにする。 

③各大学で実施されている免許状更新講習
における社会科系教科講座の現状や課題
等を明らかにする。 

④諸外国の免許状更新講習や教員資格認定
講習における社会科系教科講座の現状や
課題等を明らかにする。 

⑤以上を踏まえ、社会科系教科の授業力向上
を目的とした教員免許更新講習用の講習
プラグラムを作成する。 

 
３．研究の方法 
（１）2009 年度 
 研究初年度にあたる 2009 年度の研究目的
は以下を明らかにすることである。 
①授業力の段階性や段階別の到達目標とそ
の手だての構造 

②従来の大学や教育センターや校内研修な
どで行われてきた各種の現職教員研修プ
ログラムと免許状更新講習で行われるプ
ログラムの特質の違い 

③全国の大学の社会科系教科教員を対象と
した免許状更新講習の現状と課題 

④諸外国の免許状更新講習や教員資格認定
講習などの現状と課題 
また、効率よく研究していくために、メン

バーを次の①～③の３つの研究班に分ける。 
① 授業力構造分析班 
 主に、研究目的①の研究を担当する。授業
力については、既に先行の研究である「社会
科系教科における現職教員の授業力向上プ
ログラム作成のための研究」で明らかになっ
たところも多いが、再検討する。また、授業
力についての発展的研究として、授業力の段
階性の構造や、教員の授業力の段階的進歩に
向けての手はず、そして教員の授業に関する
興味関心の変化と授業力との関係について、
学校教育現場の教員にアンケート調査を行

ったり、授業観察やインタビューを行ったり
するなど、量的研究と質的研究を組み合わせ
て解明していく。 
② 国内免許状更新講習調査分析班 
 主に、研究目的②③の研究を担当する。全
国の大学にアンケート調査を行い、社会科系
教科教員用の免許状更新講習の動向につい
て把握する。必要に応じて大学を訪問し、講
習の実際について調査を行う。こうして明ら
かにした全国の免許状更新講習の傾向を整
理し、従来の大学や教育研究所・センター、
校内研修等で行われてきた研修との特質の
違いを明らかにするとともに、それぞれの課
題を考察する。 
③ 外国免許状更新講習等調査分析班 
 我が国の社会科系教科の現職教員研修に
参考となる諸外国における免許状更新講習
や教員資格認定講習などについて調査研究
し、具体的な事例等を収集する。 
 
（２）2010 年度 
 研究２年目にあたる 2010 年度は、前年度
に引き続き研究目的①～④の解明に取り組
む。2010 年度後半からは、研究目的⑤社会科
系教科の授業力向上のための免許状更新講
習プラグラムを作成する、にも着手する。
2010 年度の各研究班の目標は以下の通りで
ある。 
① 授業力構造分析班 
 社会科系教科における授業力の構造や、授
業に対する教員の興味関心の変化と授業力
との関係について明らかにする。 
② 国内免許状更新講習調査分析班 
 我が国の社会科系教科教員対象の免許状
更新講習の現状と課題を明らかにする。 
③ 外国免許状更新講習等調査分析班 
 諸外国における社会科系教科教員対象の
免許状更新講習・資格認定講習の事例を収
集・整理する。 
さらに、講習プログラム集作成に向けて、

2010～2011 年度の研究班を以下のように組
織した。 
① 自己診断チェックシート作成班 
免許更新講習を受講する教員が自分の授

業力を客観的に把握することができる自己
診断チェックシート、さらにはさまざまな講
座の中から自らの授業力を向上するために
受講すべき講習を選択することができるよ
うな自己診断チェックシートなどの作成を
目指す。 
② プログラム作成班 
 上記研究班と連絡を取り合いながら、さま
ざまなタイプのプログラム原案を立てると
ともに、プログラム試案を作成する。作成し
たプログラム試案は、必要に応じて実際に実
験講習を行う。 
 



 

 

（３）2011 年度 
 前年度に引き続き、研究目的⑤社会科系教
科の授業力向上のために、免許状更新講習プ
ラグラムの作成を継続的に行い、研究のまと
めとして「講習プログラム集」及び講習プロ
グラムの電子データ等を入れたＣＤを作成
する。作成した「講習プログラム集」および
ＣＤは、都道府県・政令都市の教育センタ
ー・教育研究所等、社会科講座を設置してい
る各教員養成大学・学部等に配布して、利用
に供する。 
 
４．研究成果 
本研究は、教員の免許状更新講習「教科指

導、生徒指導その他教育の充実に関する事
項」における社会科系教科の講習プログラム
を作成することを最終目的とした。研究の成
果として、講習プログラム集『免許状更新講
習における社会科系教科教育講習プログラ
ム』及びその内容・電子データ等を納めたＣ
Ｄを作成し、社会科系教科教育学教室のある
大学、都道府県・政令都市の教育センター等
に配布して、活用を依頼した。 
作成した講習プログラム集『免許状更新講

習における社会科系教科教育講習プログラ
ム』では、最初の「第１編 自己診断チェッ
クシート」に、自分の授業力を確認できる「授
業力自己診断チェックシート」と第２編の講
習プログラムの中から「受講すべき講習を選
択するための自己診断チェックシート」を用
意した。 
「第２編 講習プログラム」には、探求型

の授業構成を身に付けるためのプログラム、
社会参加型授業構成習得のためのプログラ
ム、社会科教育学によるコラボ型「社会的な
思考力・判断力・表現力の育成」プログラム、
社会科教育学と哲学・倫理学と法律学による
コラボ型「社会環境学習」プログラム、社会
科教育学と東洋史学と日本史学によるコラ
ボ型「東アジア海域学習」プログラム、社会
科教育学と教科内容学のコラボ型プログラ
ム～教師の教材開発・授業設計力の連続的向
上をめざして～、博物館等を活用した授業設
計のためのプログラムの合計７講習を掲載
した。 
ＣＤには、各講習プログラムのマニュアル、

ワークシート、プレゼンテーション用データ
等が、電子データで入っている。そのため、
電子データをそのまま利用して講習を実施
することも可能であるし、また利用者が利用
目的等に応じてアレンジして使用すること
も可能である。 
 

 講習プログラム集『免許状更新講習におけ
る社会科系教科教育講習プログラム』の概略
は以下のとおりである。 
 

第１編 自己診断チェックシート 
○授業力自己診断チェックシート 
 チェックシートは，講習を受講する社会科
教員が、日頃の教育実践に対して、漠然した
反省ではなく授業力向上という視点で、自己
評価を行うことで、研修目標を明確にするこ
とを目的としている。 
 チェックシートは、それぞれの項目につい
て３段階でチェックを行いその結果をレー
ダーチャートに記入する（ＣＤでは自動的に
レーダーチャートが作成される）ことで、大
まかではあるが教師自身の授業力にかかわ
る現状を、客観的に把握することができよう
に設計してある。得られた結果から自分自身
が受けるべき講習を絞り込む際に活用する
ことができる。 
○受講すべき講習を選択するための自己診

断チェックシート 
このチェックシートは、講習受講者が適切

な講習を選択できるように、受講者の社会科
授業の特質や授業力を判定し、その結果から
受講すべき講習の候補を２～３個挙げるこ
とを目的としたものである。基本的には、免
許更新講習を受講しようとする教師が自分
で質問に回答して、その結果から受けた方が
よい、受けるべきと考えられる講習を判定す
るものである（ＣＤでは自動的に受講すべき
講習の候補が示される）。 
 
第２編 講習プログラム 
○探求型の授業構成を身に付けるためのプ

ログラム 
   社会科教員としての授業力向上を目指す

講習プログラムである。研修のねらいは、探
求型の授業構成の原理と方法を身に付けさ
せることである。プログラム構成は以下のと
おりである。 
・現在の自分の授業スタイルを把握する。 
・探求型社会科授業の原理を把握する。 
・探求型社会科授業の指導案の作成方法を習
得する。 
○社会参加型授業構成習得のためのプログ

ラム 
社会参加型の授業構成を従来の社会認識

を中核とする社会科とは異なるものとして
捉えるのではなく，原理的にその延長上にあ
るものとして位置づけ，その原理や授業構成
の方法を理解することを目指す講習プログ
ラムである。「総合的な学習の時間」の社会
参加型学習との違いについても言及し，たん
なる体験に終わることのない社会科授業と
して意味ある参加型の授業の在り方を提示
する。 
○社会科教育学によるコラボ型「社会的な思

考力・判断力・表現力の育成」プログラ
ム 

社会科教育学を専門としながらも，その学



 

 

問領域内での異なる専門性をもつ大学教員
複数が、それぞれの立場から講習を行う「社
会的な思考力・判断力・表現力の育成」をテ
ーマとした講習プログラムである。 
○社会科教育学と哲学・倫理学と法律学によ

るコラボ型「社会環境学習」プログラム 
   社会科教育学と哲学・倫理学と法律学を担

当する大学教員による「社会環境学習」をテ
ーマとした講習プログラムである。 

   小・中学校社会科及び高等学校地理歴史
科・公民科，そして総合的な学習の時間にお
いても，社会環境に関わる学習は重要なテー
マとなっていることから，まず学校教育にお
ける社会環境学習の実態を確認する。その後，
環境や災害に関わる哲学・倫理学研究及び法
律学研究の実証的な知見を提示したうえで，
それらの学術的成果を活用した新たな社会
環境学習のプランニングまでを展開する。 
○社会科教育学と東洋史学と日本史学によ
るコラボ型「東アジア海域学習」プログラ
ム 
社会科教育学と東洋史学と日本史学を専

門とする大学教員が，それぞれの専門性を活
かしながら，「東アジア海域学習」をテーマ
に連続性と接続性も意識しながら，講習を展
開していく講習プログラムである。 
○社会科教育学と教科内容学のコラボ型プ

ログラム～教師の教材開発・授業設計力
の連続的向上をめざして～ 

社会科教育学と教科内容学を担当する大
学教員が、学校教員の授業開発力及び教材開
発力の向上に向けて協働で取り組むことの
できる講習プログラムである。プログラムの
ねらいは、次の通りである。 
①教師が自ら社会科として相応しい教材や
教育内容を判断し、その判断に基づいて教科
内容学の専門家や史料集などから必要な情
報を引き出すことができるように支援する。 
②学習対象者や社会科授業の目標が変わる
と、それと連動して、相応しいとされる教育
方法とともに教育内容や教材が変わること
を教師に理解させ、教師自身がその使い分け
をすることができるように支援する。 
○博物館等を活用した授業設計のためのプ

ログラム 
博物館等社会教育施設を活用した社会科

学習のあり方をテーマとした講習プログラ
ムである。 
 小・中学校社会科及び高等学校地理歴史
科・公民科等の学習指導要領において強調さ
れている博物館等社会教育施設の積極的な
活用にかかわり，博物館等での体験学習や教
材開発等を通して，教員自らが主体的に博物
館等を活用した授業設計や現地指導ができ
るようになることを目的としたプログラム
である。 
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